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恐　慌　の　一　般　的　諸　条　件
- 資本蓄積と再生産の諸段階-
上 　　村　　　鎮
(文理学部経済学研究室)
は　　し　　が　　き
威
（工）
　本稿の主題次の如し．「恐慌の一般的可能性とは，資本の形式的姿態転換そのものであり，購買
と販売との時間的・空間的な分離である．だがこれは決して恐慌の原因ではない．なぜなら，それ
は恐慌の最も一般的な形態，したがって最も一般的な表現における恐慌それ自体，だからである．
人は恐慌の抽象的形態が恐慌の原因であるなどと言いうるものではない．恐慌の原因を問う場合，
人は恐慌の抽象的形態，恐慌の可能性の形態が，なぜ可能性から現実性になるかを知ろうとするの
である………〔そしてこのために明らかにざるべき〕恐慌の一般的諸条件は，それらが価格変動（そ
れが信用制度に結びついておろうとおるまいと，ともかく価値変動とけ異なる価格変動）から独立
のものである限りにおいては，資本制的生産の一般的諸条件から説明されねばならぬ.」(Karl
Marx : Theorien iiber den Mehrwert, 1923. n Bd., n Teil, S. 289.邦訳：改造社版第二巻第
二部, p. 281.,国民文庫版n, pp. 267-8.)この主題に関しマルクスの体系がTorsoであるか
否かは，行論それ自身の語るところに委せよう．
０ 小商品生産における生産費形成の条件と法則
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　(・は既知数)
貨幣用金の尺度単位
独立小商品生産者の所得率
生産手段の価格
消費財の価格
貨幣用金の生産手段係数
生産手段の
消費財の
???
貨幣用金の労働係数
生産手段の　　//
消費財の　　　//
説　明
(0.1) (0.2) (0.ろ）：「ｲ閥格が生産費と競争との交互作用によって決定されるということは，……
　…経済学者の発見した最初の法則であり，純経験的な法則であった.」（エングルス（国民経済学
　批判大綱ＪＭＥ選集補巻5. p. 208)「諸貨物の価格を究極において支配せざるを得ないものは，
　生産費であって，股々言はれて来たように，供給需要間の比列ではない．勿論供給需要間の比例
　は，需要の増減に応じて，一貨物の供給が或はその豊富を増し，或は之を減ずるまで，一時その
　市場価値に影響し得るものではあるか，併しこの結果は，僅かに一時継統するものに過ぎぬであ
　ろう.」（リカアドオ「経済学及び課税の原理」岩波文庫版．下. p. 126.)
(0.4) (0.5) (0.6):「社会の初期の段階においては〔任憲に増加することかできその生産におい
　て競争が無制限におこなわれる〕商品の交換価値或は交換において一方が他方に如何程与えられ
　ねばならぬかということを決定する基準は殆んど例外なく双方において費された労働の相対量に
　依存する.」（リカアドオ「経済学及び課税の原理」岩波文庫版，上. p. 15.)
　「直接に商品に充用される労働ばかりでなく，その労働を援助する諸々の用具・道具および建物
　に費される労働もまた，その商品の価値に影響する.」（リカアドオ，同上. p. 25)このばあい
　「直接に商品に充用される労働」は，αo^　ｔｔl,　aiであり，「その労働を援助する諸々の用具等に費
　される労働」は，・
ｲ1び?でT°a,cXl十ご1十ご12十ご13＋
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ﾌﾀﾞﾄﾞα1じ2(14-c1十ら2十c13十
）
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゜α1£･l‾トａ記＋αIC13＋‥‥‥‥‥‥
…）
ニαIC2十aic,cj_+aiらご12十αIC2C13十
である．すなわち第一式右辺の第一項fllCnは貨幣用金一単位の生産Rﾆ必要な生産手段COの生
産に費される労働をあらわし，その第二項fllCoCiはその生産手段むoの生産に必要な生産手段
C'lt'oの生産に費される労働をあらわし，その第三項らCOぷはその生産手段印70の生産に必要な
生産手段じoむ1XC1＝COぷの生産に費される労働をあらわす等々であって，これらの合計は貨幣用
金一単位の生産に間接に費されるすべての労働をあらわす．同様に第二式は生産手段の，第三式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）
　　　　　　　　　　　　恐　慌　の　一　般　的　諸　条　件（Ｉ）　　（上村）
は消費財の，それぞれ一単位の生産に間接に費されるすべて労働をあらわす．
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補　説
　　アダム・スミスの体系は，事実上条件(0.1)を欠如していたj　だから彼にとっては労働価値
　の法則は，
夕1°犬゜ゐ゜(j7こと十“1
九゜(づ!1万と十どz2)ん
????
という形をとらざるを得なかった．そこで，リカアドオは上記『原理』開巻劈頭において「一貨
物の価値，即ち何でも之と交換せらるべき他の貨物の数量は，その生産に必要なる相対的労働量
によって定まり，その労働に対して玄払わるる報償の多寡によって定まるものではない」（同上，
p. 13.)と宣言した．この間の事情をモーリス・トップは説明して日く「アダム・スミスの労作
とリカアドオによるその一そう厳格なる体系化によって，はじめて経済学は統一的な原理をつく
り出した.」「経済学は経済事象の本質的統一性を強調すると同時にまた体系を構成する諸要素の
間の相互依存関係を強調した‥‥‥‥〔この関係は〕方程式によって表わされる一連の函数関係に
よって与えられ，古典派の価値論は事実上これらの方程式から成っていた.」(Dobb, Political
Economy and Capitalism, 1940. p. 5. p. 34.邦訳, p. 4-5. p. 31.)と．
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　　　　　　　　　　　第一図需要･供給と生産費
需要（£），Ｄ≒Ｌ）″）の如何にかかわらず，資本と労働との移動によって価格（戸1）が生産費（粧Ｃ
十α1た）に一致するかぎり，供給(Q, Q', Q″）はそれぞれ需要を充たして過不足かない．（リ
カアドオ前掲書下, p. 126.参照）
（３）
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　Ｉ　価値’生産の．条件と法則
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新しく出て来た記号
　　ｔﾉo　　貨幣用金の価値
　　tﾉ1　　生産手段の価値
　　t/2　　消費財の価値
説　明
(1.1) (1.2) (1.ろ）：前出(0.4) (0.5) (0.6)
(1.4) (1.5) (1.6):「ある使用価値または財がある価値をもっのは，それのうちに抽象的・人間
　的労働が対象化または物質化されているからに他ならない.」「ある使用価値の価値の大いさを規
　定するものは，社会的に必要な労働の分量，またはその使用価値の生産のために社会的に必要な
　労働時間に他ならない.」（マルクス「資本論」青木合冊本.①pp. 119-20.)
(1.7) (1.8) (1.9):「商品の交換関係または交換価値において衷示される共通者は，商品の価値
　である.」（マルクス，同上.①p. 119)「価値をまさに交換価値たらしめる価値の形態(die
　Form des Werts)を見つけ出すことに成功しなかったことが，古典派経済学の根本欠陥の一つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４）
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　である.」（同上，①p. 185.)
(1.10) (1.11) (1.12):「生産手段の価値は,･･…･生産物の価値の構成部分をなしている.」（マル
　クス，同上，①p. 345.)
要　約
　　「価値としては，すべての商品は，一定分量の凝固した労働時間に他ならない.」（マルクス「経
　済学批判」青木文庫版. p. 31.)
補　説
ｉ　：「価値の大いさに関するリカアドオの分析一一しかもこれが最もすぐれた分析なのだｰにお
　ける不充分さ……ａ
　るかぎりでの同じ労働から，……に
　ったのは，諸労働を量的に区別することは，それらの質的な統一または同等性を，かくして抽象
　的・人間的労働へのそれらの還元を，前提するということである.」この故にまた「商品の，殊に
　商品価値の分析からして，価値をしてまさに交換価値たらしめる価値の形態を見つけ出すこと.に
　成功しなかった………」（（資本論J pp. 183-4)
　　　「……その理由は.古典派経済学は価値の大いさの分析にすっかり注意を奪われているという
　ことだけではない．それはもっと深いところに根ざしている．労働生産物の価値形態は，ブルジ
　ョア的生産様式の最も抽象的な，しかし最も一般的な形態であって，かの生産様式は．これに’よ
　り，社会的生産の特殊な種として性格付けられ，同時に歴史的に性格付けられるのである.」（資
　本論）①pp. 183-185.)だから，人は(1.4) a. 5) (1.6)を単なる記号置換式と決して見るべ
　きでない．それは「具体的・有用的労働」の「抽象的・人間的労働」への還元を示す式である．
　そして(1.7) (1.8) (1.9)が「価値をしてまさに交換価値たらしめる価値の形態」（前出）を示す
　のはこの故である.
ii :「マルクスの価値法則は，いやしくも経済学的法則が妥当するかぎり，単純商品生産が資本制
　的生産形態の登場によって変更をこうむる時まで一般的に妥当する.‥その時に至るまで，価格は
　……ｲ而ｲ直の方へひきつけられ，この価値をめぐって勣揺するのであり，したがって，単純な商品
　生産が充分に発展すればするほど＊，それだけますます外的な暴力的反乱によって中断されない
　比較的長期間の平均価格が，無視し得べき限度内で価値と一致する．だからマルクスの価値法則
　は，生産物を商品に転化する交換の端初から〔資本主義の発足する〕紀元十五世紀までの期間に
　・わたり，経済学的・一般的な妥当性を有する．しかるに商品交換は，一切の書かれたる歴史以前
　に横たわる時代－エジプトでは少くとも紀元前二千五百年おそらく五千年にさかのぽり，バビ
　ロニアでは紀元前四千年おそらく六千年にさかのぽる時代-からのものである．だから価値法
　則(Wertgesetz)は五千年ないし六千年の期間にわたって支配的に行われてきた.」（同上，④
　p. 56. .エングルス補遺）
　　ｆ「小商品生産」とはかかる充分に発展せる「単純商品生産」をいう．
（･5）
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　　n　・剰余価値生産の条件と法則
条　　　　件　　　（方　程　式） 未　　　知 既　　　知
前
轍
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新しく出て来た記号（・は既知数）
　　Ｚ　労賃率
　　74　剰余価値率
　* lU　労働力の再生産に必要な消費財の一日分の標準的分量（なほこのｕ/の実際上の計£tについては「資
　　　　　本論」①pp. 322―3.参照）
説　明
(2.1)～(2.5):価値法則，前出I C1.7) (1.9) (□0) (1.11) (1.12;〉
(2.6):「労働の自然価格は，労働者およびその家族を善うために必要とせられる食物・必需品・
　便宜品によって定まる．食物および必需品の価格の騰貴とともに労働の自然価格は騰貴し，その
　価格の下落とともに労働の自然価格は下落するであろう」（リカアドオ，前掲書．上, p. 74.)
　「ブルジョア社会の表面では，労働者の賃銀は，労働の価格.一定分量の労働に支払われる一定
　分量の貨幣として現象する．ひとはこのばあい，労働の価値を云々して，労働の必要価格または
　自然価格と名づける．他方ではひとは，労働の市場価格，すなわち労働の必要価格の上下を動揺
　する価格を云々する.」（マルクス，「資本論」①p. 839.)
(2.7):「剰余価値率は……商品の中にふくまれる労賃に対する剰余価値〔ゐ－Z〕の比率に依存す
　る.」（同上，④p. 439.)
（2.8）:労賃すなわち労働力の価格は，労働力の価値の貨幣的表現に他ならない．『同上,②ｐ』45.
　参照）
(2.9):「労働者は。｡労働過程の或る期間中は，彼の労働力の価値，すなわち彼の必要生活手段の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６）
　恐慌　の一般　的　諸条件（Ｉ）　（上村）
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価値を生産するμﾆすぎない‥‥‥‥労’働者が……〔この〕限界をこえて苦役する労働過程の第二期
は，なるほど，彼の労働・労働力の支出を要費するが，彼のためには何らの価値も形成しない．
それは無からの創造の全魅力をもって資本家を惹きつける剰余価値を形成する.」（同上，①pp.
383－385）
要　約　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒
　「価値を単なる労働時間の凝結・単なる対象化された労働として把握することが価値一般の認識
　にとって決定的であるように，剰余価値を単なる剰余労働時間の凝結・単なる対象化された剰余
　労働として把握することは剰余価値の認識にとって決定的である.」（同上，①p. 385.)‘
Ⅲ　剰余価値の生産と実現の条件と法則
単　純　再　生　産-
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実現 (3.10) Qi = c,Qi十c^Q^ Q1
計 10 10 ９
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ペ
新しく出て来た記号（・は既知数）
??
?????
労働者人口
生産手段生産ｍ
消費財生産量
社会的総資本
ｚ　労働者一人当年平均労働日
＊Ｃ
＊α
社会的総生産物の平均的生産手段係数
　　　z/　　　　の平均的労働係数
（７）
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説　明
(5.1)～(5.5):価値法則，既出(1.8)(1.9)(1.10) (1.10(1.12).
　　(3.1) (3.2)は商品が価値どおりに交換されることを表わすが，このためには，資本制的生産
　の開始されたいまのばあいにはなほ後出の(3.8) (3.9) (3.10)の諸条件，つまり実物資本，労
　働力および，生産手段の需給一致の条件か必要であることが注意さるべきである．すなわちここ
　では価値法則はいわゆる「価値法則一般の一そう展開された表現」（⑧p. 895.)をとっている
　わけである. (3.3) (3.4) (3.5)は商品か価値どおりに生産されることを表わし，それはこのば
　あい暗黙の前提とされ，以下においても生産諸条件の企業格差が出て来るまでは向様である．な
　おこれらのことは以下においてはー々くり返さないことにする．
(5.6) C3. 7):剰余価値の法則，前出(2.8) (2.9).このぱあい(3.6)は労働力は価値どおりに売
　られることを. (3.7)はその労働力が価値どおりに生産されることをあらわす．そして(3; 6)は
　いまやこの理論段階では労働力の需給一致を示す後出(3.9)を条件とするものとしてあらわれる.
（ろ.8）:左辺は社会的総資本を，右辺は「社会的総資本がその年のうち1と転形されてゆくあらゆる
　種類の対象の総丘£，すなわち年生産基本(Produktionsfond)」（「資本論」②p. 904-5.)をあ
　らわし，QI＋Q2は右の転形の結果としての「総年生産」または「年々の総生産物」をあらわ
　す．
(5.9):社会的総労働日は，総年生産に応じて，生産手段の生産と消費財の生産とに配分される.
（ろ.10):「いかなる社会も，その生産物の一部分をぴきつづき生産手段まだは新生産の要に再転形
　しないでは，ひきつづき生産すること，すなわち再生産することはできない．他の事情が同等不
　変ならば，社会は，たとえば一年間に消費された生産手段すなわち労働手段・原料および補助原
　料を，年生産物量から割かれて新たに生産過程に合体さIれる同等分量の新品により現物で（ｉｎ
　natura)補填することによってのみ，その富を同じ規映で再生産または維持することかできる．
　だから，年々の生産物中の一定分量は生産のためのものである．それは最初から生産的消費に
　予定されているのであって，その大部分は，おのずから個人的消費を排除するような現物形態で
　実存する.」（同上，②p. 885.)「再生産が同等不変の規模で行われるかぎりでは，消費された
　各不変要素は，分丘1および形態を問わず作用能力からみれば，相当する種類の新品により現物で
　（ｉｎnatura)補填されねばならぬ.」（⑧p. 1197.)
　以上われわれはいわゆる「単純再生産の諸条件」を説明して来たが，いやしくも「単純再生産の
順当なる進行に必要且つ充分な条件」としては(3.10)以外のものは存在しない．そしてこのばあ
い引用文中の「現物で（ｉｎ natura)」という一句は特に注意を要する．これを看過する時にはいわ
ゆる「流通主義」の陥穿に陥るおそれが多分にあるからである．
（ろ.11):「労働力の搾取度が与えら.れておれぱ，剰余価値の分量は同時的に搾取される労働者の数
　によって規定されるのであって，この数は，比率〔右辺の括弧内の数値〕は変動するが資本の大
　いさに照応する.」（同上，②p. 946.)この意味において，いわゆる「プロクルステスの寝台」
　(Prokrustesbett)はサミュエルソンによって国民所得に比せられた,が，社会的総労働力こそまさ
　しくこれに比せらるべきである．なお次の文言は，極めて特殊的に解せられている（例えば，宇
　野弘蔵「恐慌論」昭28, pp. 210. 216.)けれども，上の事情の通俗的衷現と見て然るべきであ
　る．すなわち「必要な生産手段〔生産手段および労働者消費財〕.　すなわち資本の充分な蓄積を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８）
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前提すれば，剰余価値の創造は，剰余価値率すなわち労働の搾取度が与えられておれば，労働者
人口以外には何らの制限も見出さず，労働者人口が与えられておれば労働の搾取度以外には何ら
の制限も見出さない.」（同上，④p. 354.)という文言これであ’る．
　この法則式の導出方法は如の如し，
C,Q,-rcM.,
⊃首順二、
αIQI＋α2Q2＿アで汗QT一一α
　と置き，これに照応して(3.4) (3.5)両式を
　　　　　ｔ71°７ﾉ2°でﾉ1ご＋α　　　　　　　　　　　　　　　●
　と書き改め，これを(3:8) (3.9)の両式に代入すれば(3.10を得る．以下においても法則式の
　導出にはこれと同様の手続きが踏まれるが，一々くり返さないことにする．
　　なおこのばあいv^c/aまたはcl ａは，「一定の生産部門に投下されている多数の個別的諸資本
　は，相互に多かれ少かれ相異る構成を有する．それらの資本の個別的諸構成の平均は，この生産
　部門の総資本の構成を吾々に与える．最後に，すべての生産部門の諸平均構成の総平均は，一国
　の社会的資本の構成を吾々に与える’のであって，以下〔資本蓄積〕において問題とするのは結局．
　これだけである.」（同上，②pp. 952―3.)といわれるばあいの「一国の社会的資本の構成」に
　当る.
(5.12):「消費財の生産において消費される不変資本部分〔tｙ2Q2〕は，年度内に新たな労働で生
　産される不変資本〔α1QI〕によって補填される.」（「剰余価値学説史」邦訳第二巻第二部，改造
　社版. p. 238.)この法則式は，（3.10）に(3.4)を代入して得られる．なおついでながらいわゆ
　る「アダム・スミスのドグマ」（Ａｄａｍ Smiths Dogma)は，基本的に云って，彼がこの点を理
　解し得なかったことに起因する（⑧p. 491. etc.＼
（ろ.1ろ）：しかるに「生産が資本制的形態を有するならば，再生産もそうである.」（「資本論」②p.
　885.)かくて上のC3.12)式に(3.7)を代入して(3.13)を得る．つまり「結論一単純再生産
　にあっては……Ｉ（ｙ十河）＝ＨＣでなければならぬ.」（同上，③p. 525.)なおこの(3.13)を
　「単純再生産が円滑に経過するための条件」（ブハーリン「帝国主義と資本薔積」1926.佐山訳
　p. 5.),「単純再生産……の決定的条件」（山田盛太郎「再生産表式分析序論」1931. p. 299),
　「『単純再生産』のばあいの均衡条件」（モーリス・トップ「政治経済学と資本主義」1937, 1940.
　邦訳p. 96.),「単純再生産の基礎条件」（ポール・スィージー「資本主義発展の理論」1942,
　1946, 1949.邦訳p. 106.)等々と把握するのは，単純再生産のはあいにおける剰余価値実現の
　「条件」（3.10）とその「法則」(3.13)とを混同するものである．この点について，「社会的再
　生産の条件とは，まさに，この社会的総資本の再生産と流通がいかに行われるかということ，そ
　のこと自体でなければならない．いいかえれば，社会的総資本の再生産と流通の条件〔(3.10)〕･
　とは，その法則〔(3.13)〕を意味するものである.」（山本二三丸「恐慌論研究」1950, p. 93.)
　という上記諸説の批判もあるが，不徹底であるというべきであろう．
要　約　　　　　　　　　　　　●
　コ「資本はその流通過程を正常的な仕方で通過するものと前提される.」（同上，②p. 883.)しか
　る場合には「労働者の生産物はたえず……資本に一価値創造的力を吸する価値に，人格を購買
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９）
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する生活手段に，生産者を使用する生産手段に一転化される．だから労働者自身は，たえず客
体的富を資本として，彼にとっては外的であって彼を支配し搾取する力として生産するのであ
り，資本家はまた，たえず労働力を主体的なｰそれ自身の対象化および現実化の手段から引離
された，抽象的な，労働者の単なる生身のうちに実存するー－一富の源泉として，簡単にいえば賃
労働者として，生産するのである．この労働者のたえざる再生産または永道化は，資本制的生産
の不可欠の条件である.」（同上，②p. 892.)つまり(3.11)は(3.12) (3.1･3）を前提するとい
うことである．
図　説
ｙ
瓦
尺I
Ｏ
= V2Q2
ヱL£'■aAz
　α
　＝･･lC((?l十Q2)
　＝z･iQi
Ｘ
j'Ｚ　　Az
第二図　社会的総資本による労働者人口の創出と剰余価値の生産および実現
　社会的総資本（尺）は，一労働日当りにＤ.ｃ/ａの生産手段と･V2lVの消費財とをいわゆる「実物
資本」として投下することによって労働者人口(A)を雇用し, ivsc/a十ｖ^ia）Ａｚの生産規模にお
いて, AzﾌJoZvmだけの剰余価値を生産する．かく生産された剰余価値は，消費財市場において
Azv.,zv(＼十屁）＝巧Q2として実現され，同時に生産手段市場において投下された不変資本が毎
ｘy1こ＝ﾌﾉ1ご（Ｑ丿QJ=v,Q,として実現され，かくして生産手段の補填と労働力の生活継持，つま
り資本の再生産が行われる．
　ところでこのばあい次のこ･とは決して忘るべきでない．すなわち労働者人口か/1’しか与えられ
ず，したがって社会的総資本にとってA-A'だけの労働者人口が不足するならば，つまりその分
だけ剰余価値の生産が減少するならばその不足分は非資本主義圏の生産者人口を暴力的ないし経済
的に賃労働者に転化する方法によって創出されるということ，これである．社会的総労働力は,この
意味において，いわゆる「プロクルステスの寝床」にも比せらるべきである．詳説すれば次の如し.
　　「資本関係を創造する過程は，労働者を彼の労働条件の所有から分離する過程-すなわち一方
では社会的な生活手段および生産手段を資本に転化し，他方では直接的生産者を賃労働者に転化す
る過程以外の何ものでもありえない．だから，いわゆる本源的蓄砧は，生産者と生産手段との歴史
的分離過程以外のものではない．それか「本源的」なものとして現象するのは，けだし，それが資
本のｰおよび資本に照応する生産様式の一前史をなすからである.」（同上，②p. 1094.)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
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　　「本源的蓄積の歴史において劃期的なものはと云えば，資本家階級の自己形成に橋柱として役立
つすべての変革がそうであるが，わけても，人間大衆が突然かつ暴力的に彼らの生活維持手段から
引離されて無一物(vogelfrei)なプロレタリアとして労働市場に放り出される瞬間がそうである．
農村生産者，農民からの土地収奪は全過程の基礎をなす.，この収奪の歴史は，国が異なれば異なる
色彩をおび，また，順序を異にし歴史的時代を異にする相異なる諸段階を通過する.」（同上,②pp.
1095－6.）「一方では労働条件と，他方では生産者との間のこの分離こそは，資本の概念を形成す
るものであって，この分離は本源的蓄積とともに始まり，ついで，資本の蓄積および集積において
絶えざる過程として現象し，そして最後に,.既存諸資本の少数者の手への集中および多数者の（収
奪の結果たる）資本喪失となって現われる.」（同上，④p. 358.)そしてこれらの過程が「強成
長」またわ「高成長」(strong or high growth)の名の下に√「系列化」・「酪農化」・「養殖化」
等の形態において浸々乎として進行してい゛ることは，今日わが日本においてわれわれが眼前に見る
ところである．だが「歴史的必然について愁嘆が何の役に立とうか！」（同上，②p. 926.).
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第三図　単純再生産における剰余価値の生産と実現
　生産手段生産部門（,図右側）では，所与の社会的総資本尺の一部をなす尺1だけの資本の投下によ
って，Q1だけの生産手段とともに771Q1（＝C1十ｙ1十河1）だけの総価値とalQl^'2^・z（＝河1）だ
けの剰余価値が生産され，それが≒Q1んo＝戸1Q1なる価額において実現される．同様に，消費財
生産部門（図左側）では，所与の社会的総資本の他の一部をなす凡だけの資本の投下によって，
Q2だけの消費財とともに7j2Q2（＝C2＋V2十yxも）だけの総価値とfl,Q2V2l・z（＝M2）だけの剰余
価値が生産され，それがむ2Q2んo＝夕2Q2なる価額において実現されるにのばあい「両部門の取
引」は，図に矢印で示され実線の枠でかこまれている右側のらQlV^Zむ（1＋7分と左側のむ1ｒQ2と
との均等において成立する．
　ところでいま，生産手段生産部門の投下資本が尺1から尺1’に増大するとともに，それに対応
して消費財生産部門の投下資本が尺2から尺ずに減少するとしよう（Ｋぐ＋Ｋ’=Ｋ=const. ).
すると生産手段生産部門では,･生産手段生産量がQ1からＱｊに増大するとともに，総価値の生
産はv^Q,からむ1Q1’に増大し，剰余価値の生産もα1Q17ﾉ2ｕﾉ,7zからa^Q,' v.,zv?nに増大する．
しかるに，実現法則(3.13)の要求する実現量は≒Q1でしかないから，ひ1Qバーフノ1Q1だけの価値
は実現されず，したがってＱご－Q1だけの生産手段は過剰生産としてあらわれる．つまり生産手
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(11)
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段生産部門では,.図に点線で示される大いさの剰余価値量は実現されず，それだけの大いさの損失
を生ずる．
　他方･消費財生産部門では，投下資本の瓦から瓦’への減少によって，消費財生産量がQ2
からＱごに減少するとともに，総価値の生産はぶ2．からり2ごに減少し，剰余価値の生産も
ａｚＱ.nV.,ｘｖinからａ｡Q^'vozvinに減少する．しかるに，実現法則(3.13)の要求する実現量はこの
ばあいむ2Q2であるから. v,Q.一司Ｑごだけの価値は超過実現となり，図に点線で示される大い
さの特別利潤が生ずる．そしてこのばあい「両部門の収引」は，左図に矢印で示され.て点線の枠で
かこまれている右側のα1Q1≒ｙ・（1十。z’）〔?は実現剰剰余価値率〕に対する左側のひ1らＱごに
おいてなされるか，このことは生産手段生産部門における雇用の増大と消費財生産部門における生
産手段充用の減少とによって，前者が後者よりも大となり，つまりα1Qｙ727ひ（1十,ｙ）＞７ｙ２Ｑｙ
となり，消費財の不足，生産手段の売残りとしてあらわれる．そこでこんどは，資本の生産手段生
産部門から消費財部門へ移動する逆の過程か生ずるという次第である．
　ところで，このばあい目渚特殊部門での資本の使用め比例は，たしかに一つのたえざる過程によ
って均衡化されはするが，しかしこの過程がたえまないものであること自体が同じようにたえざる
不比例を前提するのであって，この過程は，この不比例を，たえず，そしてしばしば暴力的に，均
衡化しなければならないのである.」（マルクス「剰余価値学説史」国民文庫版n, p. 237.)つまり，
図においては生産手段生産部門への過剰投資は，剰余価値の全部‘は実現されないまでもその一部は
実現される程度のものとして示されているが，しかし投資の過剰度が大であって価値の実現されな
い部分が資本価値にまでおよべば，資本の移動は中断されうるのであり，したがって恐慌（暴力的
な均衡化）が生じうるのである．しかし「この稲の恐慌はリカアドオらもみとめている」（同上,Ｐ.
281.)ところのものであって，それ以上のものでない．詳言すれば，ここでは「部分的恐慌」か貨
幣的条件を媒介にして「一般的恐慌」に転化することはあり得る，つまり「恐慌が（従ってまた過
剰生産が）一般的であるためには，恐慌が重要諸商品を製えば足るのである.」（同上，改造社版ｎ
の2， ｐ. 285.)ということは云える．だが一般的恐慌か実物的条件によってそれ自身に生ずること
はあり得ない＊．リカアドオの誤謬は，「部分的恐慌」か貨幣的条件を媒介にして「一般的恐慌」
に転化し得ることを否定すると同時に，これを一般化してそもそも一般的恐慌なるものはあり得な
いというドグマをつくり出したことにある．つまりリカアドオは，「部分的恐慌」をみとめただけ
で「一般的恐慌」を，しかもその可能性すら否定したのであった．リカアドオ日く「特定の商品か
多く,生産され過ぎるということはあり得るし，市場にその商品の過剰があるために，その生産に使
用された資本が回収されないということはあり得るが，しかしそうしたことがすべての商品に生ず
るということはあり得ない.」（リカアドオ，前掲言下p. 25.)と．
　リカアドオのこの有名なる文言に対するマルクスの評言は，極めて明快である．日く「商品なる
ものは自己を貨幣として現わさなければならない〔販売されなければならない〕ということは，す
べての商品がそうしなければならないという意味にほかならない．そして，個々の商品にとってこ
の姿態転換をなしとげることの困難が十分存在する以上，その困難はすべての商品にとっても存在
しうるのである．商品の姿態転換の一般的性質－一一それは購買と販売との統一とともにまたその分
離をふくむｰは，一般的在貨過剰の可能性を排除するどころか，むしろ一般的在貨過剰の可能性
そのものなのである.」（「剰余価値学説史」国民文庫版n, p. 271.)と.
＊「一般的恐慌か実物的条件によってそれ自身に生ずることはあり得ない.」と要約的に述べたか，これにつ
　いては多少の説明を要する，がその論点は次の三点に尽きる.
　　（1）資本制的拡大再生産における生産物の需給均衡は，技術的進歩を前提する時失業をその中に含むいわ
　　ゆる「不完全雇用均衡」の形態をとる.
　　（2）したがって社会的総年生産は「完全雇用」のばあいよりも小である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12)
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　（3）故に投資か右の不完全雇用均衡点を超えるならば，総生産は均衡生産点を超え，そこに「一般的過剰
生産」が必然的に生ずる．技術不変の単純再生産のばあいにかかる恐慌，すなわちいわゆる「真の恐慌」が
生じ得ないことは，殆んど自明である．
　なおこの点はいわゆる「加速的蓄積」(beschleunigtea Akkumlation)を論ずる別稿において詳説される
であろう．
補　説
　マルクスの単純再生産論は，最近時における一般的な評価によれば次の如くである．日く丁『静態
的状態』(stationary state)の概念は，われわれの知るように，先行の期間〔1870年以前〕には全
く馴染みのものであった．しかしこれは方法論的擬制としてよりも，寧ろ将来のいつかの時に期待
されるような経済の現実的状態を示すものとして使われた．〔例えばJ. S.ミルは「静態的状態を
終極的に避けることは不可能であること一営々たる人間活動の流れも，最後には大海の澱みとも
見える中へ没してしまう不可抗的な必然性」（ミル「経済学原理」1848,戸田訳4, p. 88.)につい
て語っている.〕この前述の〔すなわち「一様の率を以て運行じている経済過程，更に精密にいえ
ば，自分自身を単に再生産しているにすぎない経済過程」なる〕方法論的擬制という資格でこれが
完璧にまで利用されたのは，ただ７ルクスによるのみであって彼はこれを単純再生産【simp】ｅrｅ･
production)と呼んだ.」（シュムペーター「経済分析の歴史」1954よ邦訳6. pp. 2040-1.〔〕
内は同p. 2036.)とにの周到なる評価に対して一言付言するならば，シュムペーターのいわゆ
る「簡単化の工夫」ないし「分析要具」は，マルクスにあっては単なるdeviceやtoolではなく
して，それにまつわる偶然的諸要素のすべてが清掃･された現実的・歴史的過程の一段階からの抽象
であるということであろう．
　ところで，かかるものとしての７ルクスの単純再生産論は，表式をもって展開されているその形
式上の簡明さの故にいねば単なる「公式」として利用され何時の間にかその理論的基礎が無視され
て来ている傾向にあることは遺憾ながら事実であるから，ここに若干の註解を試みて置くことは無
駄ではないであろう＊．
　＊　因みにマルクスの再生産に関する研究は，文献学的にいえば1862年に始まり今日利用されている「単純再
　　生産表式」は「資本論第二巻」のための最終草稿(Manuskript vⅢ, 1878年７月２日以後の執筆）から採
　　られたものである．そしてこれにつづく「拡大再生産表式」の展開は, 1883年彼の死の少し前に娘のエリ･－
　　ナーを通じてその完成かエングルスに委ねられたのであったか，エングルスは「この委託を最狭の限界内で
　　引受け……種々の原稿〔事実上Manuskript ｎ， VⅢ.を指すものと思われる〕間の単なる選択だけに局限し
　　た.」（③p. 12.)と自ら語っているのであって，マルクスの「再生産論・実現理論」が遂にそれ自身には
　　torsoに終らざるを得なかった･ことはまことに是非もない次第であった．この間の理論的委曲は後に詳細に
　　解明せられるであらう力刄いづれにせよかの比類稀なる天才が前後20年の歳月を費してなお完成に至らなか
　　ったという事実は，主題の安直なる取扱いを許さないように思われる．なおシュムペーターの弟子ポール・
　　サミュエルソンか, 1961年アメリカ経済学会の第74回年次総会における会長就任講演に当って「技術の変化
　　は，マルクスに経済循環〔単純再生産〕の洞察を与えたことによって純金であったか，彼に長期的な洞察あ
　　るいは進化する均衡状態〔拡大再生産〕の理解を与えることにおいては塵芥であった.」（「経済学者の思想
　　と歴史」邦訳，久武雅夫編「現代の経済学」第一巻, p. 21.)と述べていることも付言されて置いてよいで
　　あろう.）
さて周知の如く，マルクスの「単純再生産表式」は次の二行の算術式（③p. 518.)
Ｉ）
Ｈ）
4000c+1000t;+1000≫z = 6･000
2000じ＋50㈲十500,77.＝3000
といま一組の二行の算術式（同上）
I）4000c＋10007ﾉ＝5000
(13)
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n) 2000c+ 500w=2500
と次の算術式（③p. 519.)
　　　　　（100㈲＋1000z7z）I＝2000cH
とに要約され，この最後の式が結論・法則として抽き出されている．いまこれらをわれわれの代数
式で書き改めれば次の如し．
りiCiQi+aiQiV^w十αiQlV^Zむ77z°りiQ.
7ﾉlc2Q2＋α2Q27ﾉ2ｕﾉ＋α2Q27ﾉ2ｕﾉ7?z°v.Q,
､tﾉ1ご１Ｑ１十α1Q17ﾉ2ｗ°尺1
7ﾉ1じ2Q2＋α2Q27ﾉ2ｕﾉ゜尺2
aiQiV2W十どz1Q1てJ^IJU゜町ＱＱ２
〜???
??
(5)
　ところで，これらの方程式一一昔前にはマルクスの再生産表式が方程式であるという主張は最
初から侮蔑と嘲笑とをもって酬いられるのが常であったことを今更の如く想起するｰを検討して
見ると, (1)はわれわれの方程式
tﾉ1ﾆﾌﾉ1C1十どZl
lﾉ2°ﾌﾉ1C2＋α2
(3.
(3.
4）
5）
の両辺にそれぞれQIとQ2とを乗じた結果を示す．次に(3) (4)は同じくわれわれの方程式
　　　　　尺＝(町ら十α1む2ｔむ)Q1十Ｇｙ2十ら巧ｗ)Q2　　　　　　　　　　　　　　　　(3.8)
を第一，第二両部門に分割して表示したものであり，その合計は(3.8)と一致する．最後に(5)はわ
れわれの方程式
　　　　　QI＝clQI十c2Q2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3.10)
に同様にわれわれの方程式(3.4)と(3.7)とを代入した結果を示すものであるが，これについては
(3.10)の前出の説明を参照されたい．なおこのばあい，マルクスは，「数字は百万マルクでも百万
フランでも百万ポンドでもよい.」（③p. 518.)と述べているが，これは彼の以上の表式を価格表
示にするばあいには，各式の両辺をVo (貨幣用金の価値）で割ることを要するが，つoの尺度単位
の如何によって好きなようにマルク，フラン，ポンドのいづれにでもすることが出来るという意味
である．だからマルクスの単純再生産表式は，以上に挙げた式の外にわれわれの方程式［3］），
(3.2). U. 3), (3.6)を暗黙にではあるが当然に含んでいるのである．して見るとわれわれの方程
式組織ｍにおける方程式の中で次のもの，すなわち
　　　　　Az=どzlQ1十aoQa
尺゜(七已十ﾌWvJAz
(3.9)
□.11)
の二つ以外のものはすべてマルクスの「単純再生産表式」に含まれているということになる．そし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(14)
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て(3.11)は(3.9)と(3.10)という二つの「剰余価値生産の条件」から出て来る「法則」であり，
且つマルクスにとってはここ（第二巻第三篇第二十章）では剰余価値の生産ではなくて，その実現
が問題なのであるから，これは当然のことと云はなければならぬ．ただそれならば，「剰余価値生
産の条件」の一つを成す
もしくわ
Ｉ）
Ｈ）
4000c＋1000ひ＝5000
2000じ＋50㈲＝2500
K=(.ViC + ajV！■ｗ)ＱＩ十Ｇﾉ1ら十ａ２７ﾉ2でcﾉ)Ｑ２ (3.8)
も不要ではないかという議論も出て来るかも知れぬが，これを欠くばあいには方程式組織ｍの示す
ように事実上「総生産JQI十Q2が不定になり，「単純再生産表式」は成立たぬことになる。だか
らマルクスは一見しては不要とも思われるこの（3.8）式をそれが「剰余価値生産の条件」である
にもかかわらずここに明示的に掲げたのである｡これに反して
　　　　　Az=a,Q.,十α2Q2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3.9)
は，ここではそれによって社会的総労働日が未知数として決まるだけであって，この条件を欠いて
も総生産が不定であるという心配はない．そしてこの式の関するかぎり「第一部〔第一巻〕で詳論
せざるを得なかった，流通部内の唯一の行為は，資本制的生産の基礎条件としての労働力の売買で
あった.」（③p. 459.)とマルクス自身の述べる如くそれ自身ここでは不必要なのである．だがメ
ダルには裏がある，次に展開せらるべき「拡大再生産表式」においては，社会的総労働日はそれ自
身既知数として総生産を決定する「鍵」に転化し，これを明示的に取扱うことが必要不可欠事とな
る．そして実はこの点を看過したところにマルクスの「拡大再生産表式」の過誤と混乱との直接の
原因が存在するのであるが，これについては，別稿において詳論する．
　さて以上述べた如く，マルクスの「単純再生産表式」は，それ自身について云えば，剰余価値実
現の条件の掲出とその法則の抽出にはその存在を必要としない(3.9)を欠くのみであるから，そこ，
に表出せられた数値はすべて既知数に一定の数値を与えてそれから所与の方程式組織を通じで理論
的に導出されるはずの数値から成るのであって，ローザ・ルクセソブルグの心配するような「うま
く選ばれた数での数学的迎算」（ローザ「資本蓄積論」岩波文庫版, p. 149.)では決してあり得な
い．いまこの事情を必要なかぎりにおいて表出すれば次の如し．
　　　　　　　　　　　　　マルクス「単純再生産表式」の解析
(15)
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(続)
生
産
実
現
??
??（?）
?
＊
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　　件　　　(方　程　式)
(3.8)冪言に器總
　　　瓦＝(7ｙ十av^iv) (Q,十Q2)
　　　7500＝(1×乃卜十十×1×十)(Q1十Q2)
　∴　QI十Q2＝9000
(3' 1o)肘冶こ回
　　　　　==ﾘﾄﾞ〉<9000－6000　　・
　　　　≒趾回心
00
(3.13) aQiV2w(.l+m) =ひ1じQ2
　　　　　(十×6000×1×手)(1＋1)
　　　　　＝1×ﾘﾄ×3000＝2000
　　　　　〔(1000tﾉ＋1000g)I＝2000ごｎ〕
未　　　知
Q1十Ｑ2
ら＝じ2(＝ｃ)，α1＝α2(＝α)とといたのは，マルクスの表式においては，次式の示す如く
　　　ﾌﾉlc1Q1　＿　1 40006-
　　-一一一一4
　　　aiQiV,-w　　　1 1000tﾉ
ひ1c2Q2　＿
一一
μ2Q2り21ひ
n 1000c
-
ｎ　50077
＝4
であって両部門における「資本の有機的構成」は同一である，すなわち
既 知
尺= 7500
　　　　　ait/jtiy　　　ａ，'ｕ，ｔｕ
　となっているからである．
４　本来未知たるべきｍがマルクスによって直接に100％と想定されるとともに，簡単化のた沁のわれわれの
　ひ2＝1の想定により，本来既知たるべきｕﾉが未知の取扱いを受けることになっているか，これは理論にと
　ってはもとよりどうでもよいことである．
(16)
(昭和38年９月30日受理)
